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じめに 

CIS統計委員会の刊行する『統

記事が掲載された。自動車の

はともかく、それ以外のCIS諸

されることは稀であり、貴重

情報を中心に、その他の出所

ータを図表にまとめてお届け

第１～３表に見るように、CI

シア、ウクライナ、ベラルー

は、かつては小規模ながらト

て久しい。 

各国における自動車の現有台

、やや理解に苦しむ数字もあ

、自動車貨物輸送の量が必ず

落ちない。このように難点も

えで押さえておかなければな
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ＩＳ諸国の自動車分野の基礎データ 

計通報』（2003, No.23）に、CIS諸国の自動車分野に関する特

生産、普及、輸出入に関するデータが載録されている。ロシ

国の自動車関連の統計データがこのようにまとまった形で紹

なデータと言える。そこで今回の速報では、この『統計通報』

からも情報を補いつつ、ロシア・CIS諸国の自動車分野の基礎

することにする。 

S諸国で自動車産業と呼べるものが現時点で存立しているのは、

シ、カザフスタン、ウズベキスタンである。それ以外の小国

ラック・バス等の生産が行われていたものの、すでに廃棄さ

数を比べたのが、第４表である。国によってばらつきが大き

る（「個人所有」のバスとはいかなるものか？ など）。第５表

しも各国の経済規模に比例したものになっておらず、若干腑

あるにせよ、本資料がCIS諸国の自動車分野の状況を理解する

らない基礎資料であることは間違いないだろう。 
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